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だい　　　ね几l　　　　　　てん

独歩衰嘲巌
お　し　　　　　　　かい　　　とう

の街適をゆく碧撃攣轟刃畠藤
7月4日（土）～8月30日（日）

江戸時代、忍城の近くを通る道には、武士や

町人、農民など様々な人たちが行き来していま

した。道の絵図や古文書から、むかしの道をた

どってみましょう。
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尾野とヱJ■†二ソ1白ミリフイルムの鼓品を笠鼓します。

J　7／柑（土）「忍城の軌（上峰時間‖腋分間）

ご　「繭量臨嵐の鮎、どうやってつくった卯
と　　　　　　　害い　こ　　　　くさしゆう　　　くま　がや　　　　　　　　　　　　　　ふん　かん

●　　8／I5（土）「長緒の空襲一能谷－」（29分間）
●　　　　　　LPうせん　　せんじつ　　くまがや　し　　くうしゆう

¢　　　終戦の前日、熊谷市lさ空襲をうけさした。
⑳　　　　　　　LJLよ　　は〈ぶつかん　こうさしつ

導を　　・場所l華甲館。講座室

㌔　　■禦　ひっ雷後1時～

㍉二三三∴
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二㌔革句議

館林通見取図

行田から利根川を渡り、館林に続く道を描いた絵

図です。右下には忍城のすがたも描かれています。



体察学習の訳し弓せ、－

8／I（土）
たいけんかlくしゆうこう　ぎ

「体察学習講座」

「舌代Jヽスを

つくろうJ

毎年恒例！

折り紙で行田の舌代八スをつくり審す。

20枚の花びらの大重な蓬の花、上手に

つくれるか昭？

時間
ていいん

年後I：30～3：30

定員：30名（先着順）

予約；可能（菅付カウンター／電話554－5911）

※予約いっぱ川こ移ることが多いのでご注意くだまい。

場所：郷土博物庵　2階会議墓

費用：無料

威
つくっ■こあとほう！

1∪＿■＿‾＿■＿二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　ノ

ラウシジで折り紙休演J

7月～8月　舌代八ス

9畠～　　鮎掩う

二無言よぅご
ラウンジでミニパネル展示よ

がつ　5ゆうじゆん　　　　　　　かつ　　　　ぎよう　だ　　　　　いま　　　石かL

T月中旬～8月　行田の今・昔

8／29（土）
たい（サんがくしゆうこう　ざ

「体験学習講座J

「水でっぽうを

つくろう」

竹で水でっぽうをつくりさす。

で己あがった弓、博物鍵の外に出てみんなで遊ん

でみさしきう。忍城を水域功しちゃ訴うJ

※タオル・善押えをご用意くだ±い。

【i主意】・5分前には必ず訴越しくだ±い。

・小学生以下の弟子様に捗大人の方が何重添っ

てご参加くだ±い。（大人も参加で空手す1

・会議室の約煽情l：IOか弓の予定です。

・汚れても平気な格好で訴越しくだまい。

鍵
〆デなかせんとう　　臣てばやしどう　　につ　こうわ喜おう　かん

0．「中山道7産林道？日光脇往還7とれ、啓あに孝や一

夫　ど　　じ　だい　　　おし　はんりよう　　　とお　　　　　　　　　　　　おお　　　　　　かい　とう　　　　な　ま見

A．江戸時代に忍蒲領を通っていた大吉窃街道の名前です。

r中山道Jと捗江戸時代の五街道（大壷なさつの進）の一つで、
【こ　ぽん　ばし　　　とうきよう　と　　　　　　　　　くさ　つ　　　　し　　ぴ　けん　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　やく

日本橋（東京都）から草津（汲賀県）春でI29里（約500キロ

メートル）あり手した。「木曽路J・「木曽街道」とも呼ばれさしト
たてはやしどう　　　　　　　　につ　こう　わき　おう　かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おし　はんりよう　　　とお　　　　　　　につ　し＿

r鮭林道」・「日光脇練達j臥　いずれも忍濡領を通り、日光
とち　書　けん　　　　　　右　　　　　　　　かい　とう

（栃木県）へ向かう街道です。
石かし　　　わlい　とう　　　　　　　　　　　　　みち　　　　　　　　　　　　　　　と　ちゆう　　　なん　しよ　　　　せ空　しよ

昔の街道捗ただの適で鯵啓く、途中に難所や関所などがあり、
とき　　　　　　　だいみようきようnつ　　　　とお　　　　　　　　　　　　い貫　　　　　　　　　　　　　　き　わーる　　　　りよ　こう

時には大名行列が通るなど、今のような気軽な旅行をすること

臥むずかしかったようです。


